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松
岡
正
子
・
黄
英
哲
・
梁
海
・
張
学
昕
編

歴
史
と
記
憶 

─
─
文
学
と
記
録
の
起
点
を
考
え
る

〈
あ
る
む
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
、
二
九
六
頁
〉

　
第
一
次
世
界
大
戦
の
前
夜
、
セ
ル
ビ
ア
王

国
は
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
か

ら
突
き
付
け
ら
れ
た
最
後
通
牒
の
一
部
を
、

主
権
侵
害
で
あ
る
と
留
保
し
た
。
周
知
の
と

お
り
、そ
の
結
果
、戦
端
の
幕
は
開
か
れ
た
。

　
こ
こ
で
む
し
ろ
注
目
し
た
い
の
は
、
第
一

項
か
ら
第
四
項
ま
で
が
、
セ
ル
ビ
ア
に
お
い

て
反
オ
ー
ス
ト
リ
ア
思
想
を
助
長
す
る
要
因

を
排
除
せ
よ
と
の
要
求
で
占
め
ら
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
帝
国
主
義
国
家
オ
ー
ス
ト
リ
ア

は
、
被
支
配
者
の
意
識
こ
そ
が
統
治
を
阻
害

す
る
最
大
要
因
だ
と
見
抜
い
て
お
り
、
さ
す

が
は
植
民
地
経
営
の
巧
者
で
あ
る
。

　
と
り
わ
け
第
三
項
は
、
反
オ
ー
ス
ト
リ
ア

思
想
を
セ
ル
ビ
ア
の
公
教
育
か
ら
排
除
す
る

よ
う
迫
る
。
被
支
配
者
は
、
支
配
者
の
言
語

を
も
っ
て
「
国
民
意
識
」
を
上
書
き
さ
れ
た

想
像
の
共
同
体
と
し
て
、
支
配
が
正
当
化
さ

れ
た
「
わ
が
国
」
の
歴
史
を
記
憶
す
る
。

　
本
書
の
テ
ー
マ
は
、
歴
史
を
記
録
し
記
憶

す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
記
憶
か
ら
紡
ぎ

だ
さ
れ
た
記
録
と
し
て
の
文
学
を
め
ぐ
る
視

座
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
言
語
と
い
う
媒
介
の

意
味
を
問
う
姿
勢
が
明
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り

本
書
は
、
こ
れ
ら
の
諸
相
を
学
術
的
に
連
結

す
る
こ
と
で
、
一
定
の
人
間
関
係
の
な
か
で

醸
成
さ
れ
た
文
化
を
問
う
て
い
る
。

　
な
ぜ
な
ら
文
化
と
は
、
人
間
の
社
会
的
経

験
に
お
け
る
明
示
的
な
、
も
し
く
は
暗
黙
的

な
言
動
パ
タ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
、
象
徴
に

よ
っ
て
伝
達
さ
れ
た
所
産
で
あ
る
か
ら
だ
。

換
言
す
れ
ば
、
文
化
と
は
日
常
の
な
か
で
私

た
ち
が
意
識
的
・
無
意
識
的
に
従
う
規
範
で

あ
り
、
言
語
、
文
字
や
音
楽
と
い
っ
た
社
会

的
媒
介
に
加
え
て
、
一
定
の
人
間
関
係
で
共

有
さ
れ
る
社
会
的
な
分
類
で
あ
る
。
な
お
、

こ
こ
で
い
う
分
類
に
は
、
す
べ
て
を
白
黒

は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
に
限
ら
ず
、「
あ
い

ま
い
さ
」
を
重
視
す
る
場
合
も
含
ま
れ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
人
間
は
自
己
保
存
に
こ
そ

最
高
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
置
く
も
の
で
、

一
七
世
紀
の
哲
学
の
巨
人
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ

ズ
は
、
そ
う
し
た
人
間
関
係
の
相
克
を
「
万

人
の
万
人
に
対
す
る
闘
争
」
と
称
し
た
。
さ

ら
に
彼
は
、
そ
れ
が
人
間
に
と
っ
て
き
わ
め

て
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
さ
に
自
然
状
態

な
ん
だ
と
主
張
し
た
。
人
間
が
比
較
優
位
を

通
じ
た
自
己
肯
定
に
よ
っ
て
安
心
感
を
得
よ

う
と
す
る
の
は
、
誰
し
も
自
信
が
無
い
か
ら

だ
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
、
と
も
す
れ
ば

自
ら
の
人
種
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
を
至
上

と
す
る
思
想
（
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
）
に

陥
っ
て
し
ま
い
、
往
々
に
し
て
独
善
的
な
排

外
性
を
是
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
福
沢
諭
吉
は
、「
人
間
の
交
際
」
を
豊
か
に

発
展
さ
せ
る
「
自
由
の
精
神
」
の
要
素
の
ひ

と
つ
に
、
多
様
な
異
な
る
見
解
を
議
論
し
あ

う
「
多
事
争
論
」を
挙
げ
た
。
曰
く
、「
自
由
の

気
風
は
た
だ
多
事
争
論
の
間
に
あ
り
」。
日

中
両
国
・
社
会
・
人
間
関
係
の
間
に
多
様
に

存
在
す
る
「
常
識
的
規
範
」
を
め
ぐ
り
、
文

学
と
歴
史
と
い
う
二
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
で
大
い

に
議
論
し
た
成
果
論
文
が
、
本
書
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
四
〇

年
を
迎
え
た
今
日
、
改
め
て
私
た
ち
の
自
然

状
態
を
問
う
た
書
で
あ
る
。 

（
加
治
宏
基
）


